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(57)【要約】
【課題】フィールドシーケンシャル方式で撮影した画像
をフィールドシーケンシャル方式で表示する場合の色再
現性を高める。
【解決手段】表示装置に用いられる３原色光源の分光輝
度分布ＬＲ、ＬＧ、ＬＢに対して、完全色再現可能な撮
像系の分光感度分布に対応する等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（
λ）、Ｂ（λ）を算出する。撮像系に色の異なる４個以
上の光源を配置する。撮像系の各光源の分光輝度分布か
ら、撮像系において、等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ
（λ）を近似的に実現するための各光源の発光倍率が算
出される。ＲＧＢの各々のフィールド撮影において、算
出された発光倍率で各光源を発光し、色再現性を高める
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３原色の各色に対応する画像を時系列に表示することによりカラー画像を表示する表示
装置と、
　前記各色に対応する画像を時系列に撮像する撮像装置とを備え、
　前記撮像装置において、前記各色に対応する画像を撮像する際の分光感度分布Ｒ（λ）
、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）が、＿ｘ（λ）、＿ｙ（λ）、＿ｚ（λ）をＸＹＺ表色系の等色関
数、ＸＲ、ＹＲ、ＺＲ、ＸＧ、ＹＧ、ＺＧ、ＸＢ、ＹＢ、ＺＢを前記表示装置に用いられ
る各色のＸＹＺ表色系三刺激値、ＣＲ、ＣＧ、ＣＢを任意の補正係数とするとき、
【数１】

により決定される
　ことを特徴とする撮像表示システム。
【請求項２】
　前記撮像装置が照明用の光源部を備え、前記撮像時の分光感度分布が前記光源部の分光
輝度分布を制御することにより前記等色感度に適合されることを特徴とする請求項１に記
載の撮像表示システム。
【請求項３】
　前記光源部が異なる色の複数の光源を備え、前記光源部の分光輝度分布が前記複数の光
源の各々の発光量を調整して制御されることを特徴とする請求項２に記載の撮像表示シス
テム。
【請求項４】
　前記光源部は、３原色フィルタを通して順次照明光を照射し、前記撮像時の分光感度分
布が前記３原色フィルタの各々の分光透過分布を調整することにより前記等色感度に適合
されることを特徴とする請求項１に記載の撮像表示システム。
【請求項５】
　前記３原色の各色は、前記表示装置に用いられる光源の色に対応することを特徴とする
請求項１に記載の撮像表示システム。
【請求項６】
　前記補正係数ＣＲ、ＣＧ、ＣＢを調整して、ホワイトバランスまたは前記各色に対応す
る画像の相対強度の違いを補正することを特徴とする請求項１に記載の撮像表示システム
。
【請求項７】
　請求項１に記載の撮像表示システムを用いた電子内視鏡装置。
【請求項８】
　表示装置に用いられる３原色の光源の各刺激値に基づき撮影に用いられる前記３原色に
対応する照明光の分光輝度分布を調整し、
　調整された前記３原色に対応する照明光を時系列に照射して撮影を行い、
　前記照明光を時系列に照射して撮影された画像を、前記３原色の光源を時系列に点灯し
て前記表示装置に表示する
　ことを特徴とするカラー画像の撮影表示方法。
【請求項９】
　３原色の各色に対応する照明光を時系列に照射して前記３原色に対応する画像を撮影す
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るとともに前記３原色に対応する表示用光源を時系列に点灯して前記画像を表示する撮像
表示システムに用いられる撮影用の照明装置であって、
　互いに異なる分光輝度分布を有する複数の光源と、
　前記複数の光源各々の発光量を調整する発光制御手段とを備え、
　前記３原色の各々に対応する照明光が前記複数の光源の光により合成されるとともに、
前記発光制御手段において前記各光源の発光量が、前記３原色の各々に対応する合成され
た照明光が前記表示用光源の各刺激値に基づく分光感度分布に適合するように制御される
　ことを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー画像をフィールドシーケンシャル方式で撮像し、撮像された画像をフ
ィールドシーケンシャル方式で表示するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　フィールドシーケンシャル方式を用いた表示装置では、１フレームの画像が色毎に時分
割され順次表示される。一方、撮像装置ではカラーフィルタアレイや３板式の撮像装置を
用いて１フレームのカラー画像を同時に撮影する同時方式の撮像方式が一般的に採用され
ている。しかし、同時方式を用いて撮影された画像をフィールドシーケンシャル方式の表
示装置で表示する場合、被写体が画面上で移動するときに視線追随により色割れの問題を
引き起こす。すなわち、同時に撮影された１フレームのＲＧＢの画像は、フィールドシー
ケンシャル方式の表示装置では、ＲＧＢ画像毎に時分割され時系列に表示される。画面上
で移動する被写体に視線が追随すると、画面上では被写体に対応するＲＧＢの画像が１フ
レーム期間に渡って同一位置に表示されるが、この間に視線は被写体の移動に合わせて画
面上を移動しているため網膜上においては被写体像がＲＧＢ毎に異なる位置に結像される
ため色割れを引き起こす。
【０００３】
　一方、電子内視鏡などでは、逆にＲＧＢの照明光を順番に照射してＲＧＢ画像をモノク
ロ撮像素子でフィールドシーケンシャルに撮像し、これらを通常の表示装置において同時
に表示してカラー画像を得る面順次方式が知られている。このようなシステムでは、色毎
に時系列に撮像したＲＧＢ画像を同時に表示装置に表示することから、同様に色割れの問
題を引き起こす。
【０００４】
　面順次方式の電子内視鏡におけるこのような問題に対しては、フィールドシーケンシャ
ルに（面順次で）ＲＧＢ画像を撮像するとともに、これをフィールドシーケンシャル方式
のカラー表示装置で表示することで色割れの発生を防止する方式が提案されている（特許
文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－３１５７２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　フィールドシーケンシャル方式を用いた撮像では、例えば表示装置の３原色に対応した
照明光を用いて各色のフィールド画像を時系列に撮像する。しかしながら、フィールドシ
ーケンシャル方式を用いて撮影・表示するシステムにおいて色再現性の問題については、
これまで深く考慮されておらず、その色再現性は必ずしも十分ではない。
【０００６】
　本発明は、３原色の画像を時分割方式で撮影・表示するシステムにおいて色再現性を高
めることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明の撮像表示システムは、３原色の各色に対応する画像を時系列に表示することに
よりカラー画像を表示する表示装置と、各色に対応する画像を時系列に撮像する撮像装置
とを備え、撮像装置において、各色に対応する画像を撮像する際の分光感度分布Ｒ（λ）
、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）が、＿ｘ（λ）、＿ｙ（λ）、＿ｚ（λ）をＸＹＺ表色系の等色関
数、ＸＲ、ＹＲ、ＺＲ、ＸＧ、ＹＧ、ＺＧ、ＸＢ、ＹＢ、ＺＢを表示装置に用いられる各
色のＸＹＺ表色系三刺激値、ＣＲ、ＣＧ、ＣＢを任意の補正係数とするとき、
【数２】

により決定されることを特徴としている。
【０００８】
　撮像装置は照明用の光源部を備え、撮像時の分光感度分布は光源部の分光輝度分布を制
御することにより上記等色感度に適合される。例えば光源部は異なる色の複数の光源を備
え、光源部の分光輝度分布は複数の光源の各々の発光量を調整して制御される。
【０００９】
　あるいは光源部は、３原色フィルタを通して順次照明光を照射し、撮像時の分光感度分
布は３原色フィルタの各々の分光透過分布を調整することにより上記等色感度に適合され
る。３原色の各色は、例えば表示装置に用いられる光源の色に対応する。
【００１０】
　補正係数ＣＲ、ＣＧ、ＣＢは、例えばホワイトバランスまたは各色に対応する画像の相
対強度の違いを補正する目的で調整される。
【００１１】
　また、本発明の電子内視鏡装置は、上記撮像表示システムを用いたことを特徴とする。
【００１２】
　本発明のカラー画像の撮影表示方法は、表示装置に用いられる３原色の光源の各刺激値
に基づき撮影に用いられる３原色に対応する照明光の分光輝度分布を調整し、調整された
３原色に対応する照明光を時系列に照射して撮影を行い、照明光を時系列に照射して撮影
された画像を、３原色の光源を時系列に点灯して表示装置に表示することを特徴としてい
る。
【００１３】
　更に本発明の照明装置は、３原色の各色に対応する照明光を時系列に照射して３原色に
対応する画像を撮影するとともに３原色に対応する表示用光源を時系列に点灯して画像を
表示する撮像表示システムに用いられる撮影用の照明装置であって、互いに異なる分光輝
度分布を有する複数の光源と、複数の光源各々の発光量を調整する発光制御手段とを備え
、３原色の各々に対応する照明光が複数の光源の光により合成されるとともに、発光制御
手段において各光源の発光量が、３原色の各々に対応する合成された照明光が表示用光源
の各刺激値に基づく分光感度分布に適合するように制御されることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように、本発明によれば、３原色の画像を時分割方式で撮影・表示するシステム
において色再現性を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。
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　図１は、本発明の一実施形態であるフィールドシーケンシャル方式により撮影された画
像をフィールドシーケンシャル方式で表示するシステムのブロック図である。本実施形態
では電子内視鏡装置を例として説明を行う。また、本実施形態においてフィールドシーケ
ンシャル方式とは時分割された３原色の画像によりカラー画像を得る方式を意味する。
【００１６】
　電子内視鏡装置１０は、従来周知のように、体内に挿入される可撓管を備えるスコープ
部１１と、スコープ部１１が着脱自在とされ、スコープ部１１からの画像信号を受け取り
画像処理するプロセッサ部１２と、プロセッサ部１２から出力される映像を表示する表示
装置１３などから主に構成される。
【００１７】
　スコープ部１１の可撓管の先端には、撮像レンズ１４とともに撮像素子１５が設けられ
、撮像レンズ１４を介して被写体Ｓの画像が撮影される。撮像素子１５は例えばプロセッ
サ部１２内に設けられた撮像・表示制御装置１６によりその駆動が制御され、撮像素子１
５からの画像信号は、撮像・表示制御装置１６に送られ、所定の画像信号処理が施された
後、表示装置１３へと出力される。
【００１８】
　また、撮像素子１５による被写体Ｓの撮像は、例えばプロセッサ部１２内に設けられた
光源部１７から供給される照明光により行われる。光源部１７からの光は、例えばライト
ガイド１８を介してスコープ部１１の可撓管の先端へと伝送され、被写体Ｓに向けて照射
される。光源部１７には、異なる色に対応する複数の光源が配置され、これら各光源の発
光は、撮像・表示制御装置１６により制御される。
【００１９】
　本実施形態では、異なる６色のＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆが光源部１７に設けられる。各Ｌ
ＥＤ１７Ａ～１７Ｆの発光は、それぞれＬＥＤ駆動回路１９Ａ～１９Ｆによって制御され
、ＬＥＤ駆動回路１９Ａ～１９Ｆは、撮像・表示制御装置１６により制御される。すなわ
ち、ＬＥＤ駆動回路１９Ａ～１９Ｆは、ＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆへと各々供給される電流の
値およびタイミングをそれぞれに制御して、例えばＲＧＢのそれぞれ光に対応する照明光
を所定のタイミングで被写体Ｓに向けて順次照射する。
【００２０】
　一方、撮像素子１５はモノクロの撮像素子であり、ＬＥＤ駆動回路１９Ａ～１９Ｆに同
期してその駆動が制御され、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像が順次撮像される。また、表示装置
１３は、フィールドシーケンスカラー（ＦＳＣ）ディスプレイであり、撮像・表示制御装
置１６からは、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像の画像信号が順次出力され、ＲＧＢに時分割され
た１フレーム分のカラー画像が順次表示され、時系列の視覚的な混色によりカラー画像と
される。
【００２１】
　次に、図２～図５を参照して、フィールドシーケンシャル方式の撮像・表示システムに
おける色再現性の原理について説明する。
【００２２】
　図２には、例えばＦＳＣ液晶ディスプレイである表示装置１３に用いられるＲＧＢ光源
（例えばＬＥＤ）の分光輝度分布が示される。図２においてＲ光源の分光輝度分布ＬＲ、
Ｇ光源の分光輝度分布ＬＧ、Ｂ光源の分光輝度分布ＬＢはそれぞれ実線で描かれ、横軸は
波長（ｎｍ）、縦軸は相対強度である。また、図２には、分光輝度分布ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ
のＲＧＢ光源を用いたときの等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）が破線で描かれる。
なお、等色感度とは、ＸＹＺ表色系での等色関数の線形結合で表される全ての分光感度を
意味する。
【００２３】
　したがって、ＲＧＢ画像撮像時における撮像系の分光感度分布を表示系のＲＧＢ光源に
対応する等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）に一致させれば、完全な色再現を行うこ
とができる。
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【００２４】
　表示系の３原色光源に対する等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）は、例えばＸＹＺ
表色系の等色関数＿ｘ（λ）、＿ｙ（λ）、＿ｚ（λ）を用いて（１）式の線形変換によ
り求められる。したがって、（１）式の行列要素ｍｉ（ｉ＝１，・・・，９）は、行列が
逆行列を持つ範囲で、任意の値をとることができるので、完全色再現が可能な等色感度は
無数に存在する。
【００２５】
【数３】

【００２６】
　次に、色割れが生じない行列Ｍ（行列要素ｍｉ）の求め方について、（２）～（６）式
を参照して説明する。表示装置のＲＧＢ光源の三刺激値をそれぞれ（ＸＲ，ＹＲ、ＺＲ）
、（ＸＧ，ＹＧ、ＺＧ）、（ＸＢ，ＹＢ、ＺＢ）とすると、この表示装置での表示色の三
刺激値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）は（２）式で表される。
【００２７】
【数４】

【００２８】
　ここで、ＴＲ、ＴＧ、ＴＢは、ＲＧＢ光源に対するそれぞれの重み付けであり、画素値
や液晶モニタの場合の透過率に相当する。
【００２９】
　撮像系が分光感度分布Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）を有するとき、被写体の三刺激値
は表示装置での表示色の三刺激値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）に等しい。また、被写体の三刺激値（Ｘ
，Ｙ，Ｚ）と、被写体をこの撮像系で撮像したときに得られるＲＧＢ値（ＳＲ、ＳＧ，Ｓ

Ｂ）との間には、（１）式から、（３）式の関係が得られる。
【００３０】
【数５】

【００３１】
　（２）式と（３）式から（Ｘ，Ｙ，Ｚ）を消去すると、表示装置における透過率（ＴＲ

、ＴＧ、ＴＢ）と撮像素子におけるＲＧＢ値（ＳＲ、ＳＧ，ＳＢ）との間の関係式（４）
が求められる。
【００３２】
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【数６】

【００３３】
　色割れを無くすには、撮像系においてＲＧＢの各フィールドで撮影された画像が、表示
系においても順次ＲＧＢの各フィールドで独立して表示される必要がある。したがって、
フィールドシーケンシャル方式で撮像・表示するシステムにおいて色割れを防止するには
、表示系における各色のフィールド画像は、その色に対応して撮像されたフィールド画像
の画像情報のみから構成される必要があるため、撮像素子におけるＲＧＢ値（ＳＲ、ＳＧ

，ＳＢ）から表示装置における透過率（ＴＲ、ＴＧ、ＴＢ）への変換は、対角行列による
ものである必要があり（５）式の関係が成立する。
【００３４】
【数７】

【００３５】
　したがって、（４）、（５）式から、行列Ｍは（６）式として表すことができる。
【００３６】
【数８】

【００３７】
　以上のように、表示装置１３の３原色の光源が特定されると、これにより完全色再現可
能で、かつ、色割れの生じない撮像系における分光感度分布が決定される。
【００３８】
　撮像系の分光感度分布は、撮影に用いられる照明光の分光輝度分布と、撮像素子の分光
感度分布と、ライトガイド１８や撮像レンズ１４などの撮像光学系の分光透過率分布との
積となる。したがって、照明光の分光輝度分布を調整し、撮影系の分光感度分布を等色感
度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）に適合させることにより、色再現性を向上させることが
できる。特に撮像素子と撮像光学系の分光分布が直線的な場合など可視領域においてあま
り複雑な変化をしないときには、撮像系の分光感度分布は、略照明光の分光輝度分布によ
って決定されるので以下の説明では、このような場合を想定して説明を行う。
【００３９】
　本実施形態では、光源部１７に分光輝度分布の特性が夫々異なる３種類以上（すなわち
３色以上）の複数の光源を用意し、これらの光源からの光を混色して、撮像時における撮
像系の分光感度分布が等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）に一致するように照明光を
合成する。例えば図１の例において、光源にはそれぞれ異なる色の６つのＬＥＤ１７Ａ～
１７Ｆが用いられる。図３には、これら６個のＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆの分光輝度分布Ｌ１
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～Ｌ６が例示される。分光輝度分布Ｌ１～Ｌ６は夫々異なった分光輝度分布を有するが、
例えば分光輝度分布Ｌ１、Ｌ２は、Ｒ（λ）のピーク近くにピークを持ち、分光輝度分布
Ｌ３、Ｌ４はＧ（λ）のピーク近くにピークを持ち、分光輝度分布Ｌ５、Ｌ６はＢ（λ）
のピーク近くにピークを持つ。なお、図３において横軸は波長（ｎｍ）であり、縦軸は相
対強度である。
【００４０】
　図４には、図３の分光輝度分布Ｌ１～Ｌ６を有する６個のＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆを用い
て、所与の分光感度分布Ｌ（一例）に合わせた照明光を合成する方法が示される。すなわ
ち、本実施形態では、ＬＥＤ駆動回路１９Ａ～１９Ｆにより各ＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆへ供
給される電流を制御して、それぞれの相対ＬＥＤ強度のピーク値を制御し、所与の分光感
度分布Ｌに近似した照明光を得る。なお、図４においては各分光輝度分布Ｌ１～Ｌ６に対
応する曲線は破線Ｌ１’～Ｌ６’として示される。
【００４１】
　また、図５には、等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）の各々を、分光輝度分布Ｌ１
～Ｌ６のＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆを用いて近似したときに、ＲＧＢの各フィールド撮影にお
いて照射される照明光の分光輝度分布Ｒ’（λ）、Ｇ’（λ）、Ｂ’（λ）が等色感度Ｒ
（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）とともに示される。なお、図５では合成により得られた分光
輝度分布Ｒ’（λ）、Ｇ’（λ）、Ｂ’（λ）が実線で示され、等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（
λ）、Ｂ（λ）が破線で示される。
【００４２】
　次に、図６を参照して本実施形態のフィールドシーケンシャル方式により撮像・表示す
るシステムにおいて、各色に対して決定される照明用光源の発光倍率を算出する方法の手
順について説明する。
【００４３】
　ステップＳ１００では、まず表示装置１３の３原色光源のピーク波長が決定される。例
えば、本実施形態では、Ｒ光源の分光輝度分布ＬＲのピーク波長が６２０ｎｍ、Ｇ光源の
分光輝度分布ＬＧのピーク波長が５２５ｎｍ、Ｂ光源の分光輝度分布ＬＢのピーク波長が
４５５ｎｍに設定される（図２参照）。なお、このピーク値の値は、目標とする等色感度
Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）において、マイナススペクトルとなる領域が小さくなるよ
うに決定される。なお、表示装置１３の３原色光源のピーク波長が決定されると、ＲＧＢ
光源の各々の三刺激値（ＸＲ，ＹＲ、ＺＲ）、（ＸＧ，ＹＧ、ＺＧ）、（ＸＢ，ＹＢ、Ｚ

Ｂ）が算出される。
【００４４】
　次にステップＳ１０２において、（５）式の対角成分ＣＲ、ＣＧ、ＣＢが決定される。
ＣＲ、ＣＧ、ＣＢの値は、例えば、等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）を照明光の合
成では完全に再現出来ないことによるホワイトバランスのズレや、生成する各フィールド
の相対強度の違いを補正する観点から決定される。
【００４５】
　ステップＳ１０４では、（６）式を用いて行列Ｍ（行列要素ｍｉ）が算出された後、既
知の等色関数＿ｘ（λ）、＿ｙ（λ）、＿ｚ（λ）と算出された行列Ｍを用いて等色感度
Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）が求められる。
【００４６】
　また、ステップＳ１０６では、撮像系の光源として６色のＬＥＤが用意され、所定の定
電流を流してその分光輝度分布Ｌ１～Ｌ６が測定される。更にステップＳ１０８では、６
色のＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆの発光量を調整して等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）を
近似するためのＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆの発光倍率が求められこの処理は終了する。
【００４７】
　なお、等色感度Ｒ（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）を近似するための各ＲＧＢフィールドで
のＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆの発光倍率ｈｉｒ、ｈｉｇ、ｈｉｂ（ｉ＝１，・・・，６）は、
以下の手順で求められる。すなわち、分光輝度分布Ｌ１（λ）～Ｌ６（λ）のＬＥＤ１７
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Ａ～１７Ｆを用いたとき、分光輝度分布Ｒ’（λ）、Ｇ’（λ）、Ｂ’（λ）はそれぞれ
Ｒ’（λ）＝ΣｈｉｒＬ１（λ）、Ｇ’（λ）＝ΣｈｉｇＬ１（λ）、Ｂ’（λ）＝Σｈ

ｉｂＬ１（λ）と表される（但し、ｉ＝１～６）。このとき、（７）式で表される評価関
数Φを最小にするようにパラメータｈｉｒ、ｈｉｇ、ｈｉｂの値が決定される。本実施形
態においては、パラメータｈｉｒ、ｈｉｇ、ｈｉｂの値を、前述の分光輝度分布Ｌ１～Ｌ
６を測定する際の所定電流値の係数とし、ＬＥＤ１７Ａ～１７Ｆの駆動電流値が決定され
る。
【００４８】
【数９】

【００４９】
　なお、（７）式においてＶｉｓは可視領域を意味し３８０～７８０ｎｍあるいは略ゼロ
の領域を除くと４００ｎｍ～７００ｎｍに対応する。また、撮像素子の分光感度分布ＳＭ

（λ）を考慮する場合には、Ｒ’（λ）＝ＳＭ（λ）ΣｈｉｒＬi（λ）、Ｇ’（λ）＝
ＳＭ（λ）ΣｈｉｇＬi（λ）、Ｂ’（λ）＝ＳＭ（λ）ΣｈｉｂＬi（λ）として同様に
計算される。
【００５０】
　以上のように、本実施形態によれば、フィールドシーケンシャル方式の撮像・表示を行
う電子内視鏡などのシステムにおいて、色割れの発生を防止しつつ、色再現性を向上する
ことができる。
【００５１】
　なお本実施形態では、撮像系の光源に複数のＬＥＤを用いたが、例えば、白色光源を用
い、３原色に対応するカラーフィルタを通して順次照明光として照射する構成としてもよ
い。この場合には、白色光源の分光輝度分布（更に撮像素子の分光感度分布）を考慮しつ
つカラーフィルタの分光透過特性を等色感度に適合させることにより同様の効果を得るこ
とができる。また、白色光を照明光として照射して、反射光を異なるカラーフィルタを介
して時系列に撮像素子で受光する構成とすることも可能である。また、本実施形態では、
電子内視鏡を例に説明を行ったが、フィールドシーケンシャル方式の撮像・表示が行われ
る他の装置においても適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の一実施形態であるフィールドシーケンシャル方式の撮像・表示を行う電
子内視鏡装置の概略を示すブロック図である。
【図２】表示系光源の分光輝度分布と、撮像系の完全色再現可能かつ色割れを低減する分
光感度分布（等色感度）の関係を示すグラフである。
【図３】撮像系の光源部に用いられる６個の光源の分光輝度分布を例示するグラフである
。
【図４】図３の分光輝度分布を有する光源を用いて、所与の等色感度を近似する方法を示
すグラフである。
【図５】図３の分光輝度分布を有する６個光源を用いて、ＲＧＢ毎の完全色再現可能な分
光感度分布を近似した状態を示すグラフである。
【図６】各色に対して決定される照明用光源の発光倍率を算出する手順を示すフローチャ
ートである。
【符号の説明】
【００５３】
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　１０　電子内視鏡装置
　１１　スコープ部
　１２　プロセッサ部
　１３　表示装置（ＦＳＣ方式）
　１５　撮像素子
　１６　撮像・表示制御装置
　１７　光源部
　１７Ａ～１７Ｆ　ＬＥＤ
　１９Ａ～１７Ｆ　ＬＥＤ駆動回路
 

【図１】 【図２】
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